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によって起る｡重要なことは力学方塩式 (1)(又は (3))が与えられたとき遷移確率 (2)
を計算する方法を知ることである｡これは乱流統計力学を作ることに他ならない｡












O-bll )を越えた所で乱流解と安定周期解 との間の交互の転移,rcl< Tc2<
㌔ 3,が存在するo よっていわゆる Lorenzアトラクタはベクトル場の変形に対しかなら
ずLも安定でないo rclとTC3での分岐は共通して次のようなものであるo rcの上から
ち に近づ くと周期解が不安定化 して2倍の周期の周期解が生 じる "Brunovskyの
bifurcation'が次々に起 り(おそらく無限個の分岐点が集積して)Tcに到るo rc を
越えると巾のせまい,それ自身正のLyapounov数を持っ乱流解のア トラクタが次々に合
併して大きなアトラクタに成長して行 くoR6ssler系でも同様の事が起こり,他のいく
っかの場合 (本研究会での富田先生の講演,Mayの差分方塩式系など)も含めてBrunovsky
タイプとでも呼ぶべき乱流発生の一つのタイプを形成しているようであるoこうしたタ
イプの乱流解を持つ系には無限個のしかも任意に長い周期を持つ不安定周解があること
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